
① ② ②－①

○ 地域農業推進事業 農政課

1,535 675 △ 860

○ ○ ○ 農作物鳥獣被害防止対策事業 農村振興課

7,333 9,527 2,194

○ ○ 園芸振興事業 農政課

10,493 11,534 1,041

○ 水田農業推進事業 農政課

65,021 12,929 △ 52,092

○ 畜産振興対策事業 農政課

10,768 4,850 △ 5,918

自然循環型農業推進事業 農政課

80,651 48,807 △ 31,844

○ 土地改良事業 農林水産整備課

556,747 682,327 125,580

○ 担い手育成確保支援事業 農政課

1,528 7,685 6,157

1

6次総の施策の柱

継続

上越市食料・農業・農村基本計画に基づく施策の展開

5-1-1-1
生産基盤の強化

・上越市農業の持続的発展に向け、新たに策定した「上越市食料・農業・農村基本計画」に基
づき、農業振興施策を総合的かつ計画的に推進する。あわせて、基本計画に基づく行動計画
（アクションプラン）により、施策の評価・検証を実施し進捗管理を行う。

5-1-1-1
生産基盤の強化

・園芸作物の生産拡大や生産コストの低減を図るため、認定農業者等が行う施設整備や機械整
備に要する経費を支援する。

・食料の安定供給や持続可能な力強い農業を確立するため、農業生産基盤の整備を推進する。

2

6次総の施策の柱

拡充

農作物鳥獣被害防止対策事業

5-1-1-1
生産基盤の強化

・イノシシ等による農地・農作物被害を抑止するため、上越市鳥獣被害防止対策協議会が行
う、有害鳥獣の捕獲と捕獲に係る担い手の確保に向けた狩猟免許の取得経費の支援や電気柵の
新設及び更新に伴う取組を支援する。
・更に、鳥獣被害対策実施隊と集落との連携による捕獲を推進するとともに、「鳥獣が出没し
にくい環境づくり」を推進するため、「鳥獣被害対策学習会」の開催及び外部専門家による
「集落環境診断」を導入するなど、市内広範にわたる地域ぐるみの自発的な取組を促進する。
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6次総の施策の柱

継続

農林県単事業費補助金（畜産振興）

5-1-1-1
生産基盤の強化

・活力ある畜産経営体の育成及び産地の基盤強化を図るため、認定農業者等が行う施設整備や
機械整備に要する経費を支援する。
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6次総の施策の柱

5-1-1-1
生産基盤の強化

・上越米の品質向上とともに業務用米等の多収・低コスト生産を推進するため、認定農業者等
が行う施設整備や機械整備に要する経費を支援する。
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6次総の施策の柱

継続

農林県単事業費補助金（園芸振興）

5-1-1-2
担い手の確保

・円滑な就農を図るため、新規就農者に対して農地の賃借や機械整備に要する経費を支援する
とともに、農地所有適格法人の設立若しくは経営発展のため整備する機械整備に要する経費を
支援する。

7

6次総の施策の柱

継続

経営体育成基盤整備事業、基幹水利ストックマネジ
メント事業ほか【3月補正を含む】

5-1-1-1
生産基盤の強化

6

6次総の施策の柱

継続

環境保全型農業直接支払交付金

5-1-1-1
生産基盤の強化

・営農活動における環境負荷を軽減するため、化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減する
取組とあわせて行う地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動を支援する。

継続

農林県単事業費補助金（水田農業）

8

6次総の施策の柱

継続

農林県単事業費補助金（担い手育成）

暮
ら
し

産
業

交
流

令和2年度
当初予算

※2

令和3年度
当初予算

※3
増減

産業としての農林水産業や農山漁村を活性化し、生産活動に対する喜びを生み、市民がそこから生
み出される多様な恵みを受けることができるよう、担い手の育成や経営安定化に向けた意欲ある取組
に対して積極的に支援を行うとともに、地域の支え合いにより中山間地域の集落や農林業の維持・活
性化を推進します。
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○ ○ 担い手育成確保支援事業 農政課

8,078 7,075 △ 1,003

○ 担い手育成確保支援事業 農政課

18,210 16,680 △ 1,530

○ ○ ○ 担い手育成確保支援事業 農政課

6,801 12,721 5,920

○ ○ ○ ○ 担い手育成確保支援事業 農政課

600 100 △ 500

○ ○ ○ アグリビジネス創出支援事業 農村振興課

897 874 △ 23

○ ○ ○ ○ 農産物販売促進事業 農村振興課

2,475 11,540 9,065

農業用施設等維持管理費 農林水産整備課

939,353 936,426 △ 2,927
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6次総の施策の柱

拡充

積極的な地場農産物の販売促進事業【3月補正を含む】

5-1-1-3
所得の向上

・農業者等の所得向上を図るため、当市の優れた農産物や農産加工品等の効果的な販売促進活
動を実施するほか、都市生協と連携し、上越産品の一層のＰＲと販売拡大に取り組む。

（新規）農産物等インターネット販売強化促進事業（9,395）【3月補正】
・新型コロナウイルス感染症の再拡大（第3波）の影響を受け、需要が低迷する上越産農産物等
の販売促進と、新しい生活様式に対応した足腰の強い農林水産業を確立するため、上越産品に
特化したインターネットショッピングモールを活用した販売拡大の取組に要する経費を支援す
るほか、インターネット販売への参入を促進するセミナーを開催する。
※令和2年度末現計予算額（6,475）

17

6次総の施策の柱

継続

多面的機能支払補助金

5-2-1-1
農業・農地の維持

・農地や水路・農道等の農業用施設を適切に維持管理することにより、農業・農村が有する多
面的機能の維持・発揮と優良農地の保全を図るため、地域が共同で行う保全管理活動を支援す
る。
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6次総の施策の柱

継続

6次産業化支援事業

5-1-1-3
所得の向上

・農業者等の所得向上を図るため、加工や販売を通じて農産物等の付加価値を高める6次産業化
の取組に必要となる経費を支援する。

12

6次総の施策の柱

継続

法人間連携等支援事業

5-1-1-2
担い手の確保

・農業経営体の経営の安定・強化を図るため、集落営農組織等の設立に向けた話し合いなどの
取組や、所得確保や生産コストの削減等に向け複数の法人が連携する取組を支援する。
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6次総の施策の柱

拡充

新規就農者等定住転入促進事業

5-1-1-2
担い手の確保

・次代の農業を担う人材の確保と育成、経営の確立に向けて、新規就農者をサポートするため
の地域を挙げた体制づくりや農業用機械、農地の整備等に要する経費を支援する。また、ＳＮ
Ｓ等を活用し「上越市の農業」の魅力のＰＲと農業施策などの情報発信を行うとともに、「お
ためし農業体験」や「新・農業人フェア」等の就農イベントへの参加を促すなど、新規就農者
の確保につなげる取組を進める。

　拡充内容は以下の通り

（新規）担い手確保に向けた地域の受け入れサポート事業補助金（600）
・新規就農者の受け入れを希望する集落等に対し、就農者の募集や貸付農地の確保等受け入れ
準備に要する費用に加え、実際に新規就農者が入ってきた後のサポート（指導、農業用機械の
貸与等）に要する経費に係る費用を支援する。

（新規）東京農工大学農業研修の受入れ支援（407）
・農業体験、田舎体験を主とした交流人口の拡大と農業の担い手としての移住・定住を促進す
るため、これまで移住実績の多い東京農工大学生の農業研修の受入れを支援する。
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6次総の施策の柱

継続

農業次世代人材投資事業

5-1-1-2
担い手の確保

・次代を担う農業者の就農後の定着を支援し、担い手の育成を図るため、新規就農者に就農直
後（5年以内）の経営確立に資する資金を交付する。

9

6次総の施策の柱

継続

上越市担い手育成総合支援協議会支援事業費補助金

5-1-1-2
担い手の確保

・米価の低迷や産地間競争に対応できる強い経営体の育成を図るため、関係機関で構成する上
越市担い手育成総合支援協議会が行う、認定農業者の確保・育成や、集落営農の推進、農業法
人の設立等に向けた取組に要する経費を支援する。

2
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○ ○ ○ ○ 中山間地域等活性化対策事業 農村振興課

21,452 12,841 △ 8,611

○ ○ 中山間地域等活性化対策事業 農村振興課

591,490 557,674 △ 33,816

○ 中山間地域等活性化対策事業 農村振興課

21,451 12,045 △ 9,406

○ ○ ○ ○ 農産物販売促進事業 農村振興課

1,157 1,233 76

食育推進支援事業 農政課

1,294 1,763 469

○ ○ 中山間地域等活性化対策事業 農村振興課

0 201 201

○ ○ 林業総務費 農林水産整備課

0 413 413

○ 担い手育成確保支援事業 農政課

0 9,369 9,369

33

6次総の施策の柱

新規

強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業

5-1-1-2
担い手の確保

・実質化された「人・農地プラン」に位置づけられた地域の中心となる経営体等が、金融機関
等からの融資を受け経営改善や経営の多角化等に必要な農業用機械等を導入する際の融資残を
支援する。

31

6次総の施策の柱

新規

棚田地域振興事業

5-2-1-2
農村の維持

・棚田地域振興協議会の運営等を通じて、地域自らが棚田地域振興活動を計画・実施・進捗管
理できる体制整備を支援するとともに、棚田カードの作成等を通して、棚田地域の魅力や棚田
を核とした地域振興活動を市内外へ情報発信し、棚田地域振興法に基づく棚田地域振興活動を
促進する。

32

6次総の施策の柱

新規

森林空間を活用した、中山間地域の価値再編集事業

5-2-1-3
里地里山の保全

・中山間地域での生業の創出や定住を図るため、森林の魅力や森林資源活用の可能性を認知し
てもらう取組を行う。
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6次総の施策の柱

継続

食育推進支援事業

5-2-2-1
食育活動の推進

・食への関心を高めるとともに食生活を考える契機とするため、食育実践セミナーを開催する
ほか、「地産地消推進の店」の認定制度を活用し、地場産農林水産物の消費拡大を推進する。
・引き続き、全市民運動として食育を推進し、生涯にわたり心身ともに健康で充実した生活が
送れるよう第4次上越市食育推進計画を策定する。

22

6次総の施策の柱

継続

中山間地域の強みをいかした農産物等販売促進事業

5-2-1-1
農業・農地の維持

・中山間地域における農業者の所得向上を図るため、農産物等の高付加価値化による販売戦略
構築に向けたセミナーを開催するとともに、中山間地域の農業者が自ら行う、農産物や農産加
工品の販売・営業などの取組を支援する。

21

6次総の施策の柱

継続

農林県単事業費補助金（中山間地域）

5-2-1-1
農業・農地の維持

・中山間地域における生産体制の整備や持続的営農体制の構築に向けた取組を推進するため、
農業者等が行う施設整備や機械整備に要する経費を支援する。

20

6次総の施策の柱

継続

中山間地域等直接支払交付金

5-2-1-1
農業・農地の維持

・耕作放棄地の発生防止と多面的機能の増進を図るため、中山間地域等直接支払交付金の協定
単位を中心とした農業生産活動や共同取組活動などを支援する。
・棚田地域振興法の施行を受け拡充された加算措置など、地域への支援策の提案や取組のサ
ポートを行う。

19

6次総の施策の柱

継続

中山間地域元気な農業づくり推進事業

5-2-1-1
農業・農地の維持

・既に個々の集落のみでの共同活動が困難となっている中山間地域において、集落間の連携等
をコーディネートする地域マネジメント組織の活動強化を図るとともに、地域や地域農業の課
題共有と、その解決・改善に向けた各種支援や取組のサポートを強化し、地域の特色や独自性
の発揮につながる活動の促進を図る。

中山間地域振興作物生産拡大事業補助金（7,008）
・農地の保全と農業生産活動を維持するため、水稲の作付が困難となった農地に、山菜やそば
などの振興作物を栽培する農業者等に対し、必要な経費を支援する。

3
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○ ○ 水田農業推進事業 農政課

0 300 300

○ ○ 畜産振興対策事業 農政課

0 882 882

35

6次総の施策の柱

新規

笹ヶ峰放牧場種雄牛導入事業費補助金

5-1-1-1
生産基盤の強化

・笹ヶ峰放牧場の上牧頭数の確保及び持続的な運営につなげるとともに、優良血統子牛の生産
による畜産農家の所得向上と生産基盤の強化を図るため、優良種雄牛の導入について支援す
る。

34

6次総の施策の柱

新規

先進的スマート農業タウン推進事業

5-1-1-1
生産基盤の強化

・市内全域でスマート農機の実証・展示によるＰＲを行い実際にスマート農機を見て触れる機
会を創出することで先進的な上越市農業のプレゼンス向上とスマート農機の普及・啓発活動を
推進する。

4



- 1 - 

 

令和 3年度 農林水産部 当初予算案の概要 
【新規・拡充事業】 

■「新たな日常」を見据えた農産物等の販路拡大 

【拡充】農産物等インターネット販売強化促進事業＜3月補正＞ 

6次総の基本施策：農業の振興 

事業概要 

 
〈目的〉 
・コロナ第 3波の影響で需要が低迷する一部品目（牛肉、米、農産加工品（お菓
子等））の販売促進 

・足腰の強い農林水産業を確立するため、農業者等のインターネット販売参入の
促進 

・地域間競争を勝ち抜くため、上越産品全体としてのＰＲ・販売促進 
 
〈内容〉 
⑴ [新]インターネット販売入門セミナー 

コロナ禍で利用が急増しているインターネット販売への農業者、事業者
の参入を促進するため、セミナーを実施するもの。 

  ○対 象 者    インターネット販売に興味がある市内農業者、事業者等 
  ○実施時期    令和 3年 4月上～中旬の間で 1回 
 
⑵ [充]上越産品に特化したインターネットショッピングモールにおける販売促進 
 

 実施（予定）期間 割引率 
キャンペーン
の対象産品 

理由等 

前
回 

第 1 回 
令和 2年 9月 9日か

ら12月31日【終了】 

２ 
割引 

 

掲載全品 

・コロナ禍での販売促進 
・地域間競争を勝ち抜くた

め、上越産品全体として
のＰＲ・販売促進 

今
回
（
２
回
実
施
） 

第 2回 
令和 3 年 4月上旬 
から 5 月中旬 
（1 か月半程度） 

牛肉、米、農
産加工品、特
産品（お菓子
等）のみ 

コロナ禍で影響の大きい
品目に絞って実施 

第 3回 
令和 3 年 9月上旬 
から 12 月中旬 
（3 か月半程度） 

掲載全品 
地域間競争を勝ち抜くた
め、上越産品全体として
のＰＲ・販売促進を実施 

 

 
①入会金免除相
当額への支援 

②割引相当額へ
の支援 

③商品掲載に要
する費用 

④広告宣伝費 

前  回 
事業内容 

市内事業者のイ
ンターネットシ
ョッピングモー
ルへの入会金免
除相当額 

市内農産物等の
商品代金及び送
料を 2 割引で販
売 

－ 

テレビ、ラジオ、
インターネッ
ト、新聞、雑誌
広告に要する広
告宣伝費 

今  回 
事業内容 

同上 同上 

【新】商品説明
作成費、写真撮
影等の商品掲載
に要する費用 

【拡】テレビ、
ラジオ、インタ
ーネット、新聞、
雑誌広告に要す
る広告宣伝費 

変更内容 － 

第 2 回 
・割引対象品一
部品目 

第 3 回 
・上越特産市場

掲載全品 

農業者等の商品
紹介ページの原
稿作成の手間を
削減し、早期の
農業所得向上に
向けた支援 

前回事業での広
告宣伝効果をよ
り高めるため、 
増額 

 
 ○補助率・額   補助率 10/10、補助上限額 900万円 
 

予 算 額 9,395千円 

担 当 課 農村振興課 

103178
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■地域農業の活性化～生産基盤の強化～ 

【新規】先進的スマート農業タウン推進事業 

6次総の基本施策：農業の振興 

事業概要 

〈目的〉 

○スマート農機を導入し生産性を向上させた経営体数が増加することで、持続可

能な農業の実現につなげるとともに、経験や習熟度に頼り切らない農業を推進

することで農業の魅力を高める。 

〈実施内容〉 

 ・市内のほ場（10カ所程度）をスマート農業技術・農機の実証・展示フィール

ドに見立て、市内農業者に限らず興味を持った市外の方々も見学できる仕組

み（見学マップの作成など）をつくる。 

・スマート農業技術・機械の普及に向け、農業者の疑問や知りたいことを相談

できる窓口を農政課内に置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【自動直進中に背後の植付け状況を確認】    【自動給水装置】  

 

 

 

 

 

 

 

【ドローンによる農薬・肥料散布】 【中山間地域の斜面を走行するラジコン 

草刈り機】 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 300千円 

担 当 課 農政課 
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■中山間地域を支える施策 

【拡充】農作物鳥獣被害防止対策事業 

6次総の基本施策：農業の振興 

事業概要 

〈目的〉 

 上越市鳥獣被害防止対策協議会が行う、有害鳥獣の捕獲と電気柵の新設及

び更新に向けた取組を支援するとともに、鳥獣被害対策実施隊と集落との連

携による捕獲強化及び被害防止に向けた地域ぐるみの自発的な環境整備の

取組を促進する。 

〈実施内容〉 

・鳥獣被害対策実施隊  2,779 

   令和 2 年度から本格運用を開始した鳥獣被害対策実施隊の捕獲体制

を強化するとともに、より効果的な被害防止対策に役立てるため、独自

の農作物被害調査を試行的に実施する。 

 ・上越市鳥獣被害防止対策協議会負担金  6,748 

   有害鳥獣の捕獲と捕獲に係る担い手の確保に向けた第二種銃猟免許、

わな猟及び網猟の取得に要する経費の支援や電気柵の新設及び更新に

伴う取組を支援するとともに、「鳥獣が出没しにくい環境づくり」を推

進するため、「鳥獣被害対策学習会」の開催及び外部専門家による「集

落環境診断」を導入する。 

 

【鳥獣が出没しにくい環境づくりの概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 9,527千円 

担 当 課 農村振興課 
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【新規】森林空間を活用した、中山間地域の魅力再発見事業 

6次総の基本施策：林業・水産業の振興 

事業概要 

〈目的〉 

中山間地域での生業の創出や定住を図るため、森林の魅力や森林資源活用の可

能性を認知してもらう取組を行う。 

〈内容〉 

・市内外への情報発信を通じて、中山間地域との交流を図りながら、森林の現

状及び資源を活用する楽しさについて認知してもらう。 

 ・市内のみならず、市外、県外の森林や中山間地域に興味を持つ方々を対象に、

当市における里山での森林資源を活用した取組内容等を紹介するシンポジウム

を開催するほか、現地で薪づくりやたき火イベント等を体感することで、森林

の魅力や森林資源活用の可能性を伝える取組を行う。 

 

【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

予 算 額 413千円 

担 当 課 農林水産整備課 
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■地域による担い手確保 

 【拡充】新規就農者等定住転入促進事業 

6次総の基本施策：農業の振興  

事業概要 

〈目的〉 

○ 農業従事者の高齢化や後継者不足を解消するため、新たな担い手の確保に

向けた農業研修の受け入れのほか、新規就農者の受け入れを希望する集落や

農業法人に対しサポート体制の整備を支援することで、都会からの移住・定

住を促すとともに新規就農者を確保・育成し地域農業や農村の維持・活性化

を図る。 

〈実施内容〉 

 ■担い手確保に向けた地域の受け入れサポート事業補助金  600 

   新規就農者の受け入れを希望する集落等に対し、就農者の募集や貸付農

地の確保等受け入れ準備に要する費用に加え、実際に新規就農者が入って

きた後のサポート（指導、農業用機械の貸与等）に要する経費に係る費用

を支援する。 

 ■大学生の農業研修の受入れ支援  407 

   農業体験、田舎体験を主とした交流人口の拡大と農業の担い手としての

移住・定住を促進するため、東京農工大学の農業研修の受入れを支援する。 

 

 ・農業体験の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【水田での雑草取り】      【玄米の袋詰め作業】 

 

※その他の新規就農者等定住転入促進事業メニュー（継続事業） 

 ■農業体験参加者宿泊・交通費補助金 

■新規就農者大型特殊免許等取得費補助金   

■新規就農者住居費補助金   

■新規就農者農業用機械購入費補助金   

■新規就農者農地耕作条件改善モデル事業補助金   

■新規就農者空き家リフォーム補助金   

■農業法人雇用支援事業補助金   

 

 

予 算 額 12,721千円 

担 当 課 農政課 

 


